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原子炉ＪＲＲ－３運転再開の中止を求める要請書（第２次） 

  

貴事業所の研究用原子炉ＪＲＲ－３運転再開予定に対し、私どもは１月１３日に、２月の運

転再開を中止するよう申し入れたところです。 

その後、新型コロナウイルス感染拡大に伴う県独自の緊急事態宣言を受け、住民説明会第４

回～第７回が中止されました。今般、追加説明会として２月２３日に日立市と東海村で各 1 回

説明会を開くとのことですが、当初の開催計画を縮小することは住民理解を求める姿勢の後退

ではないかと懸念いたします。 

こうした状況において、２月２６日に原子炉運転を伴う最終検査を受検し、検査の合格をも

って運転再開が予定されていますが、自治体の屋内退避・避難誘導計画は策定されていません。 

以上のことから、あらためてＪＲＲ－３の運転再開を中止するよう求めるとともに、下記事

項に回答いただけるよう申し入れます。 

記 

１． 原子炉本体は 1990 年の臨界から 30 年経過しているが、脆化や劣化の進行をどのよう

に把握し対処するのか。建家や排気筒、機械設備などのうち、当初から更新されずに 60

年以上経っているのはどのようなものがあるのか。それらは大規模地震等に十分な余裕

をもって耐えられるのか。 

２． 通常時の安全管理や緊急事態における危機管理体制が確立されているのか。どのような

事故を想定し、緊急時の対応や訓練について自治体と共有化しているのか。 

３． 10 年以上停止した原子炉起動時にどのようなトラブルが懸念されるのか。また、トラ

ブル発生時に、研究所員や協力会社の設計士・技師等で対応できる保証はあるのか。 

４． 住民説明会で出された意見や質問に対してどう対応するのか。 

５． ＪＲＲ－３における実験の有用性について、広く周知され、社会的理解が得られている

状況にあると考えているのか。 

６． 国の原子力災害対策指針にもとづき、原子力災害重点区域（ＵＰＺ）における屋内退避・

避難誘導計画が策定されていない状況での運転再開は問題ないと考えるのか。 

以上 


